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故

矢
野
登
理
事
長
を
偲
ぶ

株
式
会
社
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

代

表

取

締

役

社

長

福

島

文

雄

平
成
五
午
四
月
十
七
日
、
附
別
配
付
の
白
日
、
矢
野

登
先
生
は
-
M
T
然
と
し
て
逝
か
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
は
、
思
い
も
か
け
ぬ
そ
の
械
を
伝
え
ら

れ
た
と
き
、
約
川
大
な
る
先
述
を
失
っ
た
悲
し
み
に
、

た
だ
た
だ
花
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

先
生
は
、
明
治
三
十
六
年
に
郎
須
郡
境
村
(
引

鳥
山
町
〉
の
素
封
家
の
次
m
M
と
し
て
生
ま
れ
、
表

く
し
て
弁
護
士
を
夢
見
て
上
京
、
こ
こ
ろ
ざ
し
半

ば
に
し
て
郷
民
に
一炭
ら
れ
、
厳

父

留

松

氏
の
興

さ
れ
た
矢
野
術
会
に
人
ら
れ
ま
し
た
。

実
に
六
十
有
余
年
の
川
、
わ
が
郷
土
栃
木
県、

ひ
い
て
は
日
本
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
発
展
の

た
め
に
力
強
く
指
導
さ
れ
る
と
共
に
、
併
せ
て
今

日
の
三
共
グ
ル
ー
プ
を
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
と
く
に
昭
和
問
十
三
年
、
参
議
院
議
以

に
当
選
、
過
産
政
務
次
官
に
な
ら
れ
て
か
ら
の
御

前
統
は
目
ざ
ま
し
く
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
最
小
、

政
府
特
使
と
し
て
イ
ラ
ク
へ
赴
き
、
大
誌
の
原
油

口
付
に
成
功
さ
れ
る
な
ど
、
国
政
に
も
大
き
く
寄

与
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
顕
著
な
ご
功
結
に
よ
り
、
昭
和
凶
十

九
年
勲
三
等
脳
日
中
綬
訟
を
授
与
さ
れ
る
栄
丸
一
日
に

浴
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
も
新
し
く
、
わ
が
鹿
泊

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
理
事
長
に
裁
く
私
ど
も
の

永
述
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
、
平
成
の
凶
代
を
屈
し
、
そ
の

伐
さ
れ
た
足
跡
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
市
首
に

尽
く
し
難
い
、
実
に
姉
か
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

ー
し
れ
ん
。

か
つ
て
、
評
舟
お
祝
い
の
折
、
泳
ま
れ
た
短
歌

の
ひ
と
つ
に

の

ぼ

り

き

て

ふ

り

返

り

見

る

幾
山
河

こ
え
に
ぞ
越
え
て
よ
く
ぞ
来
に
け
り

と
吐
訴
さ
れ
ま
し
た
が
、
正
し
く
、
功
な
り
名
遂

げ
て
ぞ
到
達
し
狩
る
心
境
で
あ
る
と
、
往
時
感
銘

を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

先
生
の
京
市
に
し
て
す
川
泡
な
る
識
見
は
、
ま
た
、

当
供
楽
部
の
運
営
に
も
如
何
な
く
発
仰
せ
ら
れ
ま

し
た
。

明
治
人
の
気
骨
と
優
れ
た
先
見
性
は
会
員
の
信

望
も
厚
〈
、
そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
混
厚
な
お
人
柄

は
、
数
多
く
の
社
員
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
失
々
の
思

い
川
と
し
て
深
く
脳
・
訴
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

ご

f
tま
し
ょ
う
。

私
ど
も
一
同
は
、
先
生
の
ご
な
志
を
受
け
継
ぎ
、

心
を
新
た
に
し
て
、
こ
の
不
況
の
厳
し
い
時
代
を

釆
り
切
り
、
社
業
の
発
展
に
一

一mの
努
力
を
い
た

す
こ
と
を
お
択
は
い
い
た
し
ま
す
。

永
年
に
わ
た

っ
て
の
先
生
の
御
態
的
に
対
し
、

深
甚
な
る
感
謝
の
念
を
跨
げ
、
花
り
し

H
の
而
刷
版

を
似
ぴ
、
指
叫
ん
で
哀
悼
の
な
を
表
し
ま
す
。

2 

合
:学

国
運
義
明
氏
が

新
理
事
長
に

就
任
。

u
f
J
 

M
r

d
司

-
平
成
五
年
九
月
・
一十
五
日
付

に
て
、
放
矢
野
弦
前
理
事
長

の
後
任
と
し
て
、

制
限
義
明

氏
(
理
事

・
食
堂
委
員
長
)
が

新
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た

同
淳
氏
は
栃
木
県
安
蘇
郡
羽
生
町
在
住
で
、

出

様
工
業
側
代
表
収
締
役
会
長
。

当
倶
楽
部
オ
ー
プ
ン
以
米
、
理
事
と
し
て
歴
代

理
事
長
を
補
佐
、
倶
楽
部
の
発
展
に
大
い
に
ご
尽

力
下
さ
い
ま
し
た
。

倶
楽
部
役
員
な
ら
び
に
会
円
以
の
皆
織
に
は
、
よ

ろ
し
く
ご
市
承
の
上
、
新
型
事
長
に
絶
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

(
事
務
局
)



福

島

充
会
長
を
偲

ぶ

‘十》

「
会
長
さ
ん
の
大
好
き
な
お
生
名
物
の
お
ソ
パ
を

項
い
た
ん
で
す
よ
、
あ
と
で
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

ね
」
と
付
添
い
の
方
の
日
添
え
で
喜
ん
で
も
ら
っ

た
あ
れ
か
ら

一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
許
報
を

受
け
、
長
い
川
の
お
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。

思
え
ば
数
十
年
来
、
コ
ー
ス
の
桜
の
花
が
咲
く

た
び
に
絞
草
木
の
満
開
の
写
真
に
「
悶
川
押
さ
ん
か

ら
頂
い
た
般
が
、
こ
ん
な
に
大
き
く
今
年
も
立
派

な
花
が
、
咲
き
ま
し
た
よ
。
見
に
米
て
下
さ
い
。

ゴ
ル
フ
に
で
も
出
か
け
て
米
ま
せ
ん
か
」
と
、
そ
の

郁
皮
丁
重
な
手
紙
を
添
え
て
下
さ
っ
て
恐
縮
し
て

い
ま
し
た
。

川
悦
楽
部
で
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
、

お
守
の
総
代
を
し
て
い
る
こ
と
や
、

お
互
い
に

以
前
肥
料
市

鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

理
事
長

回
選

義
明

を
営
ん
で
い
た
当
時
、
私
の
会
社
の
製
造
に
か
か

わ
る
肥
料
カ
ル
マ
イ
ト
を
取
り
扱
っ
て
い
た
話
な

ど
、
お
互
い
に
創
業
の
苦
労
話
、
さ
ら
に
は
企
業

の
永
続
を
願
う
心
伯
な
ど
、
話
題
に
は
相
通
ず
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ま
り
お
い
し
い
の
で
ツ
ル
リ
と
二
杯
又
も
う
一

杯
、
も
っ
と
も
っ
と
と
無
心
を
し
た
が
、
体
も
身
の

う
ち
で
す
よ
と
、
た
し
な
め
ら
れ
て
、
本
当
に
お

い
し
い
ソ
パ
で
し
た
ね
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
と
、

俳
人
ら
し
い
実
に
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
手
紙
を

頂
い
た
も
の
で
す
。

会
長
さ
ん
は
実
業
家
で
あ
り
、
政
治
家
で
も
あ

り
、
社
会
奉
仕
活
動
に
、
児
童
教
育
に
、
又
菩
提

寺
の
武
任
総
代
に
も
な
り
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、

物
心
両
而
に
つ
く
さ
れ
た
ご
功
献
は
誠
に
大
き
い

も
の
が
あ
り
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
て
常
に
人
を
引
き
付
け
る
何
も
の
か
を

も
っ
た
防
熱
家
で
あ
り
な
が
ら
、
少
し
も
た
か
ぶ

ら
ず
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
た
お
人
柄
で
あ
り
ま
し
た
。

思
い
出
は
っ
き
ま
せ
ん
が
、
成
仰
さ
れ
ん
こ
と

を
心
か
ら
念
じ
て
筆
を
お
き
ま
す
。

、

ノ

胤

沼

グ

ル

ー
プ
の
創
始
者
で
あ
る
稲

怪
広
島
光
会
長
に
は
、
去
る
六
月
二
十
二
日

心
し
午
前
七
時
五
十
八
分
、
喜
平
九
十
二
歳

E
・
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

け
J

ぺ
稲
烏
会
長
は
鹿
沼
市
出
身
。
地
元
の

l
旧
南
抑
原
村
村
議
、
鹿
沼
市
識
を
経
て
、

3
3
昭
和
三
十
九
年
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
川
荒
木

1一
部
を
オ
ー
プ
ン
、
同
五
十
年
鹿
沼

η
カ

1
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
オ
ー
プ
ン
、
そ
の

キ
品
後
、
富
士
御
殿
場
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
栃

降
、
木
ケ
丘
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
相
次
い
で

い
り
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

日
H

ま
た
昭
和
五
十

一
年
、
鹿
沼
市
文
化

止
口
協
会
の
初
代
会
長
に
就
任
。
昭
和
五
十

-
:
五
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
「
南
抑
原
郷

E
Z
土
児
童
館
」
を
設
立
し
て
理
事
長
職
に

ふ
五
あ
り
ま
し
た
。

A

己
背
広
に
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

一コ
し
上
げ
ま
す
。

島

平

成

二
年
に
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章
。

一

口

岡

(

事

務

局

)

今

T

告
別
式
は
、
グ
ル
ー
プ
葬
を
も
っ
て

p

'

十

一
月
十
二
日
(
金
)
午
後

一
時
よ
り

矧
ゐ
鹿
沼

η
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

3 



福
島
充
会
長

想
い
出
の
ア
ル
パ

ム
米婦と叙勲の祝賀式にて。(平成 2年 7月)

え

4
7
L

-・
と
司
ケ
ム
マ
し

我が

Z
T

O

沖
l

自作・自筆の俳句

宇号

木原美知子さんと対I員。
(V1Vl六本木で、昭和511手)

4 

故・ 矢野登E里;事長と飲鮫。(平成 2年 7月)画家・問本太郎氏と。(鹿沼ccで、平成元年)



司
副
プ
レ
ー
の
ご
案
内

長
期
化
の
級
制
を
呈
す
る
経
済
不
況
の
中
、
当

倶
楽
部
に
お
い
て
も
入
場
者
の
減
少
な
ど
巡
世
上

の
問
題
が
表
而
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
と
は
い

っ
て
も
ウ
ィ
ー
ク

デ
ー
の
予
約
状
況
に
は
、
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が

み
ら
れ
、
日
に
よ

っ
て
は
コ
ン
ペ
の
予
約
も
可
能

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
川
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待

ち
山中
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

，T
約
に
附
し
て
は
、
会
伐
の
ご
制
介
に
で
も

添
っ
て
お
り
ま
す
。
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C
O
胃

i
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(
税
込
)

司制
g
月

-m月
・
日
月
・
陀
月
は
、
無

休
に
て
営
業
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
月
曜

日
に
も
ご
利
用
下
さ
い
。

会
日
の
皆
般
の
ご
災
情
に
応
え
、
本
年
・
5
川
、

6
川
の
シ
ー
ズ
ン
小
2
ケ
川
間
を
無
休
針
決
い
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
大
交
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
の
で
、
去
る

9
川
か
ら
ロ
川
の
4
ヶ
月
川

に
つ
き
ま
し
て
も

M
附
定
休
日
を
す
べ
て
返
上
い

た
し
、
無
休
ハ
品
業
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
に
な
り
ま

し
た
。
〈
た
だ
し
、
ロ
月
幻
日
(
大
腕
日
)
は
、
山
川

米
通
り
定
休
日
と
な
り
ま
す
。
〉

い
ず
れ
の
U
も
キ
ヤ
デ
イ
付
け
、

そ
の
他
地
前

九
百
業
泌
り
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
で
お
迎
え
い
た
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に、

と
く
に
こ
れ
ま
で
月
山
日
に

プ
レ
ー
を
ご
希
望
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
ご
利
問
い

た
だ
け
な
か

っ
た
皆
様
は
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
巾
し
上
げ
ま
す
。

53 
/て :x

事付
荷は
はス
スタ

?L 
ト加
40~ 
金品
聖芸
でで

前
川
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー

ト
時
川
の
円
滑
化
を
阿
る
た
め、

一
般
の
州場
A
N
は

ご
予
約
時
間
の
ぬ
分
前
ま
で
に
、

3
組
以
上
の
プ

ラ
イ
ベ

ー
ト
コ
ン
ペ
の
場
合
は
刊
分
前
ま
で
に
必

ず
フ
ロ
ン
ト
に
て
持
名
、
受
付
を
お
済
ま
せ
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
が
返
れ
ま
す
と
、

他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
ご

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は
ラ

ス
ト
の
ス
タ
ー
ト
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
ご

ざ
い
ま
す
。
何

h

午
、
ご

f
ホ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

胤
い
山中
し
上
げ
ま
す
。

まル ...... 
し|こ 会 E
た プ の 員 E
。会ほ サ'

1~ ど |
サ 、ビ
i Jj合 ス
ビセ 十
ス !\~ 省

主口 三
竺桁 高
ヨ~ "1.. 吾'"

が実 在
担附 つ
口脱 い
たi{lて
し グ

す
べ
て
の
会
民
の
皆
様
と
似
楽
部
と
の
い
っ
そ

う
の
な
志
疎
泌
を
凶
り
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
よ
り

揃
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
会
H
H
の
山
首
級
へ
当
分
室
よ
り
絹
々
の
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
々
あ
る
と
存

じ
ま
す
が
、
そ
の
節
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
指
導、

ご
助
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

事
業
所
名

鹿
市
グ
ル
ー
プ
会
日
サ
ー
ビ
ス

大
宮
分
室
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の
ご
案
内

(
平
成
5
年
刊
月

1
平
成
6
年
4
月
)

4 13 212 111 12111 10 
JJ JJ JJIJJ 刀 月 fl月 月
27 30 17111 25 20 10125 26月
II 日 11111 日 1'1 FI日 日 日

4付ω ω4 (悌ω ω ω 伺4ω 
ダ プ 、、、

t洋i~不i 
Mグli 

洋It泊不
ズミ # リ キ

ン ズ ノ ヵ ヤ

ロ ヂ ノ A フ ス
"/ ス ス

Jレ
対lミ エ コ

プ ボ プ 杯Y オ
杯競

ス ン
オ少 tk 

ポ ス ツ プ 名
ボ 事手 ン

、ソ ユ〆 コ
車不 ツ

コ ン
ン '‘ミ初: ，吋ミ

れ絞伎とも 't'l 
i'3，000+飢え:科金 m 

は)(り露
出 ~ H: 
技 タ 川
方 | 話
法ト 之;

ご
希
虫
の
時
川
を
ご
予
約
下
さ
い
。

凶
ホ

l
ル

・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー



引

u
b

l

b

(

d

凶

(
ベ
リ
ア
方
式
)

フ
ェ
ア
ウ
エ
イ
6
イ
ン
チ
プ
レ
ー

ス
可
(
他
は
ロ
ー
カ
ル
ル

l
ル、

J

G
A
ル
l
ル
に
基
づ
く
)

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

(
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
も
可
)

〈ネ
ッ
ト
の
部
〉
優
勝
i
m
位
、
以

下
5
飛
ぴ
〈
グ
ロ
ス
の
部
〉
男
子
・

女
子
共
に
1
位
1

3
位
、
全
員
に

参
加
賞
有
。

※
サ
リ
カ
フ
ェ

・
オ
ー
プ
ン
コ
ン

ベ
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

(パ

ー
テ
ィ
ー
は
行
な
い
ま
せ
ん
)

脱
出
C

C
予
約
セ
ン
タ
ー

8
0
2
8
9
(
7
5
)
3
8
2
4
へ

ご
希
出
の
お
川
川
を
ご
チ
約
下
さ

、。
E
V
 

川
参
加
資
格

(5) 

表

彰

同
お
申
込
は

罰
則
休
業
の
お
知
ら
せ

本
年
六
月
二
十
二
日
に
逝
去
い
た
し
ま
し
た
胤

沼
グ
ル
ー
プ

・
福
島
充
会
長
の
グ
ル
ー
プ
葬
を
、

十

一
月
十
二
日
(
金
)
午
後

一
時
よ
り
姉
妹
コ
ー

ス
の
胤
沼

η
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て

相
営
む
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
貝
の
皆
様
に
は
誠
に
勝
手

な
が
ら
、

当
日
は
鹿
沼
カ
ン
ト
リ
ー
供
楽
部
も
臨

時
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
旨
理
事
会
の
ご
ぷ
訟

を
待
ま
し
た
の
で
、
何
卒
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

報

寸
l
lリ

ー
」

昭
和
-1
1
十
六
年
よ
り
当
似

一
、

当

J
1
楽
部
理
必
長
を
お
務
め
い
た

一
A

M
U
M
-
だ
い
た
矢
野
賀
氏
が
、
去
る

-冒
，
早
t
R
，
一
阿
月
十
七

H
午
後
本
時
四
十

r
i
l
l
-
-
七
分
、
ご
病
気
の
た
め
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
J

平
年
九
」
l

歳
で
し
た
。

矢
野
氏
は
昭
利
七
年
、
和
紙
、
新
炭
輸
送
の

臼
動
車
巡
送
事
業
の
矢
野
臼
品
川
取
市
会
を
設
立
、

戦
後
の
昭
和
二
十
八
年
に
は
石
油
販
売
の
三
共

物
産
を
設
立
す
る
と
と
も
に
県
石
油
尚
業
協
同

組
合
内
事
長
を
恒
任
す
る
な
ど
、
川以内
の
r
h
州

版
必
業
界
の
ま
と
め
役
と
し
て
日
開
附
さ
れ
ま
し

た
。問

問
十
三
年
よ
り
参
議
院
議
以
を
二
刈
務
め
、

こ
の
間
、
通
産
政
務
次
J

札
口
、
科
学
技
術
政
務
次

官
を
降
任
。
と
く
に
同
凶
十
八
年
の
第

一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
通
産
政
務
次
官
と
し

て
中
東
産
石
油
の
隊
保
に
奔
走
。
こ
れ
が
縁
で

日
本
イ
ラ
ク
協
会
長
に
就
任
し
、

両
国
の
親
普

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
欣
人
の
立
派
な
ご
功
績

を
称
え
る
と
と
も
に、

会
H
H
の
山間副
総
と
心
よ
り

ご
冥
一似
を
お
祈
り
山
中
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

弔
問
M
M
m刷
目

本
年
4
月
口
口
、
当
似
楽

=、JW富
有

a
-
郎
理
事

・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ツ

=
嗣

パ
な

一吋ぷ

一
プ
委
員
会
奈
川以
H
K

の
阿
山
文

=，En
「

a
-治氏
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
o

l
E
E
E
E』

(卓
年

η
歳
)

故
人
は
、
昭
和
田
年
よ
り
グ
リ
ー
ン
委
H
H
会

委
以
長
、
同
部
年
よ
り
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
委

は
会
委
H
H
長
と
し
て
倶
楽
部
運
営
に
武
献
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

と
く
に

M
mm
年
に
は
、
"
供
楽
部
ハ

ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
"
の
一
本
化
の
た
め
中
心
的
な
役
制

を
担
う
な
ど
、
競
技
の
公
正
円
治
な
巡
営
に
多

大
な
ご
同
州
、
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
読
ん
で
・ぷ
悼
の
・芯
を
表
し
ま
す
。

司
剃
明
羽
晶
叫
」

本
年
4
月
凶
口、

当
似
楽

-『
実
働

4
1
J
一
部
フ
エ
ロ
|
シ
ツ
プ
委
ハ去
五

Z
団
関一

ι叩
』
-
副
委
員
長
の
新
川中
山幸
造
氏
が

一n.凶

A
吋
4
一
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
平

年一
W

R
M即
断
即

U
l
歳
)

故
人
は
、
永
住
・
に
わ
た
り
供
楽
部
役
以
と
し

て
、
と
く
に
会
民
及
ぴ
、
名
分
科
委
日
の
交
流

を
図
る
税
陸
コ
ン
べ
な
ど
の
閉
山
川
に
あ
た

っ
て、

多
大
な
る
貢
献
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
罫
縞
を
心
よ
り
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

6 



司
ペ
リ
ス
内
整
備
状
況
に
つ
い
て

コ
ー
ス
批
判
的
に
附
し
ま
し
て
は
、
随
時
、
年
間

計
画
に
則

っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
山
は
は

川
央
常
気
象
に
よ
る
春
季
か
ら
の
長
岡
、
大
同
時
に
、

処
刑
什
一能
力
の
低
下
し
た
旧
排
水
作
や
水
は
け
の
恕

い
筒
所
が
ま
だ
何
筒
所
か
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
旧
排
ぷ
官
の
全
而
的
見
直
し
を
兼
ね
、
排
水

工
事
を
中
心
に
者
手
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
よ
り
鋭
な
進
め
て
お
り
ま
す

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
絡
的
、
改
迫
工
事
で
す
が
、

す
で
に
拡
娘
、
新
ぷ
工
が
が
光
了
。
引
き
続
き
、

今
後
は
年
間
を
通
じ
て
耐
久
性
に
優
れ
、
似
品
川
い

九州
胤
之
に
川
取
り
符
え
る
な
ど
、
コ
ー
ス
内
全
域
に

及
ん
で
終
的
を
夫
施
し
て
い
く
所
作
で
す
。

格
的
作
業
中
、
プ
レ
|
進
行
に
何
か
と
ご
不
阪

を
お
か
け
す
る
こ
と
と
が
じ
ま
す
が
、
必
し
か
ら

ず
ご
了
爪
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

排
水
工
事

。
北
コ
ー
ス

・
5
4俳
ロ
ン
グ
ホ

l
ル
の
第
l
打
白
地
点
川
辺
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
部
分

。
南
コ
ー
ス

・げ
帯
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
-
H

川
腿
・
べ
ン
ト
阿
グ
リ
ー

ン
手
前
叩

1

m
ヤ
l
ド
川
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

古
分

3
此
金

コ
ー
ス

・
1
格
ロ

ン
グ
ホ

l
ル
の

m
l打
M
地
点
川
辺
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
部
分

-
3
4伶
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
の
第
1
打
け
地
点
川
川
辺
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
・
部
分

-
4
得
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
尚
腿
グ
リ
ー
ン
ヂ
的

の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分

-
9
4伶
ロ
ン
グ
ホ

l
ル
の

m
l打
H
地
点
布
側
間

地
の
O
B
ゾ
ー
ン
純
分

排水工事が間もなく完了する黄金

9番ホール

そ
の
他

今
市川コ

l
ス、

7
都府
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
川
被
池

の
川
辺
を
照
的

、グ
此
令
コ

l
ス、

8
待
ミ
ド
ル
ホ
|
ル
の
ぺ
ン
ト

グ
リ
ー
ン
左
側
斜
市川
を
修
内

い農松 E
て薬く E

使い '
用虫
に防
係除
わ事
る業
水薬
質剤
調空
査中
の散
実布
施お
にょ
っぴ

本
年
も
例
年
同
娘
、
鹿
沼
市
及
び
関
係
機
関
の

協
力
を
山
口
て
、

6
月
8
H
(
火
)
と

n
u
(火
)

の
両
日、

当
ゴ
ル
フ
場
内
を
延
べ

1
1
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
わ
た
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
訟
く

い
虫
防
除
必
剤
均し
小
散
命
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
中
E

川
以
楽
部
で
は
柄
小
欣
仰
に
先

ιち
、

栃
木
以
術
生

m境
却
公
刀
法
の
広
め
る

ρ

内
同
誌
山
K

A
t
能
川
抗
出
吋
決
綱
e

に
法
づ
き
、
コ
ー
ス
内
外
に

お
け
る
排
川
ぷ
の
ぶ
質
検
伐
を
、
ぷ
ぷ
の
り
辿
り
夫

施
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
綴
行
い
た
し
ま
す
。

-
W
刷心
品川
則
日

平
成

5
年

5
月
1
日

(
仁
)
・日
日

一
フ

(本
)

一

・
保
・水
場
所
ハ
ウ
ス
内
の
ル
.Y水
、
作
四
棟
の

水
道
水
、
北
コ
ー
ス
日
待
ミ
ド
ル

ホ
l
ル
の
訓
強
池
、
古
川
コ
ー
ス
げ

番
ロ

ン
グ
ホ

l
ル
の
訓
話
池
(
賞

金
溜
)
の
四
ケ
所
。

※
結
果
は
、

8
種
類
の
項
目
に
及
び
残
間
決
薬
分

析
法
と
梢
総
残
向
川内
阿
茶
分
析
法
に
よ
り
成
分
検

査
を
行

い
、
各
検
任
と
も
環
境
庁
の
定
め
た
瞥

定
指
導
指
針
の
必
準
以
下
で
、
公
害
と
な
る
よ

う
な
磁
波
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ヨ
副
諸
氏
か
ら
の
数
々
の
ご
寄
贈
昂

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

このほど寄附さ れ、北14番ホール

左傾斜面に植えられた7 リーゴー

Jレド

会
日
の
皆
川
保
よ
り
数
多
く
の
寄
附
岡
山
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
当
似
楽
部

フ
エ

ロ
l
シ
ッ
プ
委
日
・

影
山
武
氏
が
会
長
を
務
め
る

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

コ
ン
ペ

「鹿
嶋
会
」
よ
り
、

砂
も
み

じ
・
一
・木
-u

と
、
砂
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド

・
千
本
H

を

ご
寄
附
賜
り
ま
し
た
。

心
よ
り
一
陣
〈
御
礼
を

申

し

上

げ

ま

す

。
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三上 栄一 jlqキJ J1llili 町子l' ~ι11 す'if~ f左之 hl'l'[- ~ft!ff 
L11 'j!f~r- I~J i¥illl J:tfoJ 波辺誠一 百円! 叙云 柳沢~三{!II
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1993 PRESIDENT CUP 

【 平成5年度理事長杯 】

関根幸一氏が初優勝
優勝関根幸一 (10) 3 位富田 昇 (11)

準優勝高橋 聡 (14) 4 イ立福島武弘(9 ) 

メダリスト 斉藤 裕一

掛け J11 11 (11) :予選 18 H. S. P (アンダーハンディ)北コース

~ 4)118 11 (II) : 1・2凶Ij決 18H. M. P (アンダーハンディ);11:コース

~ 4 J125 11(11) :単決勝 ・決勝 ・3位決定戦 18t!. .¥L P (アンダーハンディ)北コース

予選成績

町H立 氏名 OUT IN TOTALlIDCPNET Ji1lil主 氏名 OUT IN TOTALIIDCPNET 

Hi: ;γ;111 う，.39 38 77 11 66 91，1. fJt~事述也 38 42 80 10 70 

2 f立 二割11 議日1142 38 80 13 67 10(:[. 1'11村多B:¥IJ41 38 79 8 71 

31江1f，¥.(t$ . .']1... 40 37 77 9 68 111立鈴木伯.之 40 40 80 9 71 

4位 小沢典幸 39 40 79 11 68 1 2 1世 間!tf 孝占f~ 41 42 83 12 71 

51!i 1則行.~ ';'j. 38 40 78 10 68 13 (:[ IJif'1 -ヒDR40 43 83 11 72 

6 f立 マ'fi)( ;下38 36 74 6 68 141立綿菓新/， 35 47 82 10 72 

前列(左から)3位 ・富田氏、優勝 ・関 7位 向申告 総 38 45 83 14 69 15位ボ 比平 41 43 84 12 72 

根氏、準優勝 ・ 高橋氏、 4 位・~~島氏、 81立 背Jj;( !'t-'l: 38 42 80 10 70 
メダリスト・斉旗氏、後列は競技関係者

161立 ιl山 lli敏 40 40 80 8 72 

平成5年度理事長杯競技

日正11>>.1対tHドー

二工
3-2 

h_A 

3位決定戦

片
1~l.i も首 f 1 2h1・，;3l 2 f)t 111 11IJ E野E 見L 1:・・:， flI' も，'，;

高h官E 守 鈴木
111 Lゐ m J.I.J 藤 iR t'l m や11 f首 +ず 』b 。t

止t
(E敏8I 
) 

(t2lZ 
助

I 迷
也

9
ヨド

I~ 'ヒ 千と 孝 J主
4
』4
A 

可多}'{. 武 ~rr 直

うl‘ 弘 fl. 虫11 !f主 f!11 JLt~ :¥IJ 弘 -，. i芋 z ノノ、

(lU (9) (lU (1目 (11) (11) (1日 (1由 (13) (12) ()<o (8) (9) (10) (6) (9) 
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1993 SENIOR CHAMPIONSHIP 

L平成5年度長ニア選手権t

北村純一氏が2年ぶり二度目の優勝

圃予選 6月20日臼)18H. S. P (スクラッチ)南コース

圏決勝 B月27日(日)18H. S. P (スクラッチ)南コース

圃年齢 満50歳以上

j三jji jたJJ1}

一 一Wi i江 氏 手t {rif治 OUT IN OUT IN TOTAL 

長 IJ券 北村純一 (52) 38 37 36 39 150 

司t低，IJ穿 坂J..主 i，'j. (54) 39 40 40 39 158 

3 f;L jj草川新一郎 (52) 38 36 41 43 158 

4 寺]j ~:Wì (51) 39 43 36 41 159 

5 f ;[ i草木 it'j.，iJ (50) 37 44 36 42 159 

6 i江 阪mプじf!11(58) 41 40 39 40 160 

7 i包 阿久i~)UIf.f (51) 40 41 43 38 162 

8 {主 i，'f7JC 議犬 (59) 41 43 42 37 163 
前列(左から) 4位・寺方氏、準優勝・坂巻氏、 9 !包 石川 TiJf主(55) 42 41 41 39 163 
優勝・北村氏、 3位・凝固氏、 5位.;察本氏、

10 i包 井草 J~主 (60) 41 42 42 40 165 後列は餓技関係者

11 i包 鈴木 昇 (59) 39 41 40 46 166 

12 i包 市'IUI w次 (56) 38 44 46 39 167 

13 i包 初4 武司 (58) 42 41 41 44 168 

14 {主 烏凹 脳 (57) 40 43 40 45 168 

15 {江 小沼 lり1正 (56) 40 41 NR 

16 {主 斉藤 忠彦 (52) 38 44 NR 

10 



面倒平成 5年4月度月例杯 (北コース)

くAクラス> (11，'/) 

OUT 'N TOTAL HDCP 11日
優勝 井上.l'ffi，n 41 37 78 I1 67 

l1'i俊勝人:J't ~宝之 39 38 77 9 68 

3 1立 4、'l'f 111{ ，;1 37 39 76 8 68 

4 I立大正:i71縦 37 42 79 10 69 

5 Ijf. 1Î，(~ 災町1 39 38 77 8 69 

6 I立 t守必 .'J:.Jl主 41 38 79 9 70 

B.G 汽泌総- 34 39 73 

くBクラス〉

俊勝川f.~

1¥f!If::JW 柄111

3 I-:r. ~Ir白11

4 I立 法JJj[

5 11. ，，，n. 
6 1:( i~ -t: 

8・G ぷ¥111

(11，'1') 

公 43 39 82 14 68 

"".!!II 42 39 81 13 68 

公 - 41 40 81 13 68 

1!l'('J1 43 40 83 13 70 

!lf. 39 16 85 11 71 

r，'1 41 43 84 13 71 

で !!II '12 39 81 

くCクラス> (小川のち必:)

{妥 l湯治ノk 法，;1 43 39 82 16 66 

1終優勝目flJl 以縫 42 41 83 16 67 

3 I主砲川 勝 41 41 82 15 67 

4 I-:r. ，~':;悦 J聖火 42 43 85 16 69 

5 1並 大塚}.l.!NI 44 43 87 18 69 

6 I)i. 'i'f.I' L'oll; 43 42 85 15 70 

s'G “'1/)< & ，;1 43 39 82 

くDクラス> (公のち小雨)

I止 11# }Jj[i事 .'i"Jミ 42 43 85 20 65 

I1'町会IJ~ 1m)1 弘行 41 47 88 23 65 

3 位 rJ-!立花蛤 46 45 91 25 66 

4 {~: 杉11，永住 44 43 87 21 66 

5 f立 1'1J[. i11111 47 43 90 23 67 

6 {江 H'I'fIlH下ー: 44 46 90 22 68 

B . G IJj(nf i'i良 42 43 85 

-写真は各競技の優勝者

圏平成5年 3月度月例杯Uti.全 ・i旬インコース)

<Aクラス> (lW) 
賞金 高作 TOT.札 H民:pNET 

I会 II~ 1刈Il! :y)- 38 39 77 II 66 

11"刷機 ;・;i;i，尺 |盗行 37 45 82 10 72 

3 1立 大高六割t 42 41 83 10 73 

4 伏藤ill 羽I!I~ 44 38 82 9 73 

5 l:t 民 I盟夫 40 4U 80 7 73 

6 1主近除 利弘 42 41 83 10 73 

B.G 7'f隊総_. 39 36 75 

<8クラス> (分のち雨)

優勝五月女戊 43 42 85 14 71 

;I'! (-必勝渡辺 I正)~ 41 43 84 12 72 

3 1:( 伊藤 !)j 39 45 84 12 72 

4 1江 UiJJ京 1，li広・ 11 45 86 13 73 

5 1主 ;';111 i下 '1:; 42 87 14 73 

6 I~( 牧 111 郎l"t・ 42 46 88 14 74 

8・G 渡辺 j，E夫 41 43 8，1 

<cクラス> (;出:)

優勝 '''J比良/i'i 44 40 84 17 67 

11'!(-妥目野 市総 聡 39 45 84 17 67 

3 1主 境 兆一 42 43 85 16 69 

4 1:( JUオ，;; A司IlJJ 44 42 86 15 71 

~ 1:(. 米郷 材'j 42 47 89 18 71 

6 I，y' 似級 Il:{政 43 48 91 19 72 

B . G i~:;lt.J;ミ/i'i 44 40 84 

くDクラス> (11，'/) 

r~ 1[1} '1リ11 'tH見時 46 89 20 69 

11'!{.妥1m 金I' ，'il'i 1: 46 50 96 24 72 

3 1.立 字文1'i 彫り1 44 48 92 20 72 

4 Fr.野I反 刻Wf: 44 48 92 20 72 

5 1立 iWTI !J!.ifi 43 51 94 22 72 

6 r:1.永湾 総 48 47 95 22 73 

B . G ' 1'川 ~tJI. 43 46 89 

1 1 



RESULTS 
圏平成 5年 B月度月例杯 (市コース) 圏平成5年 5月度月例杯(11Jアウト・11'(合コース)

<Aクラス〉 (11，'1) くAクラス〉 (色~)
臥JT 附 TOTALHDCP 11日 圃7?ト賞金 TOTAlHはY tlET 

優勝 一lilリl 以ニ 38 40 78 11 67 阪 IJJj大川成己 38 40 78 10 68 
~1'!優勝 本川 ~;~ 35 37 72 4 68 IV!f鉛m小林成人 43 37 80 11 69 
3 I~ 'I'.H ，.仰111 43 37 80 11 69 3 1な i事本 it'b;1 39 38 77 8 69 
4 1主 (;~iI{ 険rr 40 40 80 10 70 ‘4・ 4 1:( 矢ff .tl露経 37 40 77 7 70 

5 1.立臼山市敏 37 41 78 8 70 で，..，. ."長 5 F( 渋i沢 1: 3741 78 8 70 
6 1立十(1的 ーと 40 36 76 6 70 6 1:( .f.iI1 況や!J 41 39 80 10 70 

s'G 本川 ~l 35 37 72 s . G f，!{}!;( lりJ 38 37 75 

くBクラス〉 (公1I寺々 I:m <Bクラス〉 (IW) 

l全勝 111川光)，':38 40 78 12 66 阪 811 ~[!!.\ 4.: 42 40 82 14 68 
11'1日正勝 ~'<I; "~J主 40 40 80 13 67 可日{金粉浜本健::- 41 42 83 14 69 
3 1主・|汁11 f~ 40 43 83 14 69 3 F( J)~本良村i 41 42 83 13 70 

4 I主 IEIII 1史 42 40 82 13 69 4 fな此川 i，'1 42 41 83 12 71 
5 (立・:/.!JJ;( 俊郎J 40 41 81 12 69 5 f:( 山本氏jに 40 43 83 12 71 
6 1:( TI'永 久 42 42 84 13 71 6 1主外山有l彦; 42 44 86 14 72 
s • G 111111 Ji;平: 38 40 78 s • G ~_[!.'.'， 草; 42 40 82 

くCクラス〉 (公のち1:I:j) くCクラス〉 (111'1) 
{長勝木村 '1' '10 41 81 16 65 l長 ijl1 ~世i新交草 41 42 83 17 66 
司'!f創11 i也1: IIHlt '12 41 83 17 66 叩!f量目撃 ，'i'ff 1ム 40 42 82 15 67 
3 1主 '1'川 'H悦 40 42 82 16 66 3 F( 小聖flll孔~ 42 42 84 16 68 
4 i玩 [必 ，1: 42 40 82 16 66 4 FI. If村 J宝ifi 41 43 84 16 68 
5 (立 1i7.111 ~，)_. 44 40 84 17 67 5 1:1. 111'1' "IHrj， 43 45 88 19 69 
6 1主 41Tド J正』住 42 44 86 18 68 6 FI. i'Mn ，'i弘 43 43 86 17 69 
s'G 木村 、ド 40 41 81 s . G ，'i'ff 11; 40 42 82 

く口クラス〉 (雨のち11m <Dクラス〉 (-:.1'・のちIW)

i全勝.h< i.史的)~ 42 44 86 24 62 従 IJJj IiE本市士夫 '16 39 85 22 63 
lI'!f剣勝小林ギ::r!i 41 45 86 20 66 11'1俊1111 _l:111 勉 42 45 87 20 67 
3 (立 {主誠 ，1: 48 44 92 25 67 3 Fr. r-I竹 Lぷ 48 41 89 20 69 
4 I立杉谷収11日 47 44 91 22 69 4 Fr. iミIjij 1:')， 44 45 89 20 69 

5 1主八械 IIIU~ 46 44 90 21 69 5 FI. 川Ai治jま 47 43 90 20 70 
6 1在千1.市，政ifi 47 44 91 21 70 6 Ff. t.J; 敏!It 47 45 92 21 71 

8・G '"ωE陥X 42 44 86 s・G i'íI，本~õ;;;J:犬 46 39 85 
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圏平成5年4月度平日杯(市コース)

(必:)

OUT IN TOTAL HDCP N町
優勝矢r.~ .i章一 44 40 84 14 70 

Ij'if俊勝谷本広之 47 43 90 19 71 

3 (主 I!UI: ヲ~nll 41 42 83 11 72 

B. G -+:111 r，~ 40 41 81 

圏平成5年 6月度平日杯 (南コース)

(雨)

伐JT IN TOTAL H町l' NET 

のf{.': J~J1 IJ、111 ド!虫、 37 42 79 10 69 

ljl!flfll芽 ["1dl.1 fl~ 44 41 85 13 72 

3 f:t. IMIdl.1 .d1sI! 43 44 87 15 72 

B . G IJ 、 1 11 十'~11，、 37 42 79 

圏平成5年 4月度レディス杯 (北コース)

(~泣のち小間)

臥JT 刷 T01，札"飢l' NET 。{愛勝必'1' !!(lチ 45 45 90 22 68 

Ij'! flfJI書小[ãf)I，L~í'j. r 49 42 91 22 69 

3 (江 JJi十~ 1;:0-39 44 83 12 71 

B.G ρjj手 l1i-f- 39 44 83 

圏平成5年 7月度レディス杯 (北コース)

(同)

飢JT 附 TOTALH閃PN口 。優勝矢野 i丘枝 44 44 88 16 72 

司Ilflf勝中川j'fi夫 f- 44 43 87 12 75 

3 f./. 児矢野うた{- 50 49 99 22 77 

s. G '1'川rn・'X{- 44 43 87 

-写真は各競技の優勝者

圏平成5年7月度月例杯(北コース)

<Aクラス> (附)

O¥JT 附 10TALH以l' NEl 
37 38 75 7 68 阪 IJ:Ij 1í.(~ 災Iリ1

(jll f~JJ:Ij久必 良栄

3 f担鈴木 存夫

4 f立 1>'Jf1! ヤー

40 40 80 11 69 

38 39 77 8 69 

38 40 78 8 70 

5 (屯石原 一夫 37 41 78 7 71 

6 fな町川市.悦 42 40 82 10 72 

8・G ti必j'fi_. 37 36 73 

<6クラス> Ut:jll年々 公)

{愛勝 '1'川'ft悦 41 43 84 13 71 

司I!f妥)J1j :ji'i.(!j 弘十，) 42 42 84 13 71 

3 (0'1. J二1[[ lL:ill 44 41 85 13 72 

4 f.立 ドl'永 久 45 41 86 13 73 

5 fな 7守'I'f μ， 41 44 85 12 73 

6 (:1. * 晃子 43 42 85 12 73 

B . G '1'川'ft悦 41 43 84 

<Cクラス> (11m 

優勝村上防ー 39 38 77 15 62 

Ijl!(，を811 IU'I' 千駄 42 39 81 18 63 

3 (え 1111喬 HJi政 39 44 83 19 64 

4 (主 小 ';~'m /，':・ 42 38 80 15 65 

5 (な 1，¥，，1忠11 j込 47 ~7 114 18 66 

6 (:1. '1'川給実 r- 40 41 81 15 66 

B. G H I: 防一 39 38 77 

I <Dクラス〉 (IW) 

f{f I砂:r~Jじ i'rJllI 42 40 82 20 62 

ll'!({fJIJ1 -I!:.IJ} f， illtl 40 43 83 20 63 

3 f立 中本 ，([敏 44 43 87 24 63 

4 (0'1.石川欽也 46 40 86 21 65 

5 (0'1. 三浦忠IIiJ 41 45 86 20 66 

6 f主小['1院1持与{- 41 45 86 20 66 

8・G WJじ i'rDlI 42 40 82 
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居
眠
麟

U
デ一一
b

轟
『
4
1
V

A

FF
PC
ド

①
〔
住

所

〕

地
玉
県
深
谷
市
上
柴
町
西

6
丁
目

2
1
3

②
〔
生
年
月
日
〕

H
U
H
H
A
F
・ト

r‘
3

I
3
A
U
S』

江
川
正
T
n
L
，3

，t
l
'
n
d
E
l

①

〔ゴ

ル
フ
歴

〕

四

年

H
D

C

p

m

@
ゴ
ル
フ
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け

・
動
機

社
会
人
に
な
り
個
人
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
始
め
ま
し
た
。

ム日
分
の
や
り
た

い
叫
に
川
市
本
る
し
、

h
H
分
の
労

力
で
上
述
も
す
る
か
ら
。

⑤
毎
月
の
ラ
ウ
ン
ド
回
数
(
平
均
)

2
1
3
B
 

⑥
日
頃
の
練
習
方
法
(
特
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る

事
な
ど
)

お
、
印
、
布
、

別
ヤ

l
ド
の
練
習
。

①
-
』
れ
ま
で
に
公
式
競
技
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

群
馬
県
公
営
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
選
手
椛

④
今
回
、
勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

理
事
長
杯
優
勝
者

i剥
根

ム置
す

ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
。

①
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ

l
ス
・
嫌
い
な
コ
l
ス

Eご二二コ

冒と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

好
き
な
コ

l
ス

川
市
コ

l
ス
・
変
化
が
あ
る
か

戸
り
。

嫌
い
な

コ
i
ス
日
黄
金

1
漆

・
方
向
が
取
り
ず

ら
い
(
両
サ
イ
ド
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
で
む

ず
か
し
い
。
)

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
モ

ッ
ト
ー

次
の
プ
レ
ー
を
考
え
た
シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
。

ミ
ス
し
て
も
決
し
て
諦
め
な
い
こ
と
。

⑪
今
後
の
目
標

平
均
ス
ト
ロ
ー
ク
打
点
台
を
キ

l
プ
す
る
こ
と
。

セ
ニ
ア
選
手
権
優
勝
者

北
村

車市

①

〔住

所

〕

栃
木
県
鹿
沼
市
銀
座

一
丁
H

1
2
7
1

①
〔
生
年
月
日
〕

昭
和
日
年
9
月
幻
口

①
〔
ゴ
ル
フ
歴
〕

お
年

H
D
C

P

0

④
ゴ
ル
フ
を
始
め
ら
れ
た

8
っ
か
け

・
動
機

友
人
に
す
す
め
ら
れ
て
。

①
毎
月
の
ラ
ウ
ン
ド
回
数
(
平
均
)

4
1
5
百

⑥
日
頃
の
練
習
方
法
(
特
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る

事
な
ど
)

総
出
で
は
打
棋
を
小
さ
く
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
し
、

力
ん
で
、
し
び
れ
て
‘
こ
の

一
発
の
つ
も
り
で

シ
ョ
ッ
ト
し
、
本
祷
で
は
目
線
を
広
く
と
っ
て

カ
を
ぬ
い
て
気
楽
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
シ
ョ
ッ
ト

を
す
る
こ
と
。

①
こ
れ
ま
で
に
公
式
競
妓
の
優
勝
経
験
は
ご
ざ

い

ま
す
か
。

1
9
8
8
年
度
似
楽
部
選
手
続
、

年
度

セ
ニ
ア
巡
手
続
。

⑥
今
回、

勝
て
た
主
な
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。

無
欲
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
だ
ま
だ
若
い
か
ら
?

①
当
倶
楽
部
の
好
き
な
コ

l
ス
・
嫌
い
な
コ

l
ス

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
簡
単
に
。

特
に
沿
近
は
全
コ

l
ス
と
も
・川氏
〈
終
附
則
さ
れ
て

い
て
脱
出
C
C
会
コ

l
ス
大
好
き
。

⑩
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
モ

ッ
ト
ー

良
い
仲
間
を
沢
山
つ
く

っ
て
、
き
び
し
く
て
楽

し
い
プ
レ
ー
を
心
が
け
た
い
。

⑪
今
後
の
目
標

将
米
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ニ
ア
逃
手
術
、
ゴ
ー
ル
ド
セ

ニ
ア
選
手
術
を
取
る
ま
で
元
気
で
楽
し
み
た
い
。

⑬
そ
の
他

(特
に
記
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。
)

セ
ニ
ア
選
手
権
別
問
中
に
、
出
此
沼
グ
ル
ー
プ
総

川
で
あ
り
ま
す
稲
九
充
会
長
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
訟
を
淡
し

ま
す
。

可

A
Q
u
n
w
d
τ
i
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無念IB位に甘んじる
l 平成5年度関東倶楽部対抗栃木第2地区予選競技 I 

出場m楽古11の誇りを附けてli戎う平成 5.1 1~ l立 l対米倶楽部対抗栃木第 2 地区予選競妓は去る 6 月 1 日

(火)、 )~:tymlJ.定木IIITの|対米国際カントリークラブ(米・市コース、 7，118ヤード;パー73) に、以

内21ゴルフ場から代表選T126名が参加lして開催されました。

前大会までは 8人H1IJ(A • B各クラス 4選手ずつ11'，場)により、れクラスのベスト 3のトータ1レ

スコアで競われましたが、今大会より競技方法が各クラス 3選手ずつの 6人制に変わり、 1人のミ

スでチームが失絡するという苛酷なIj役い。 8 人制とはーや~[災なったぷII~~~に我がi握手|吋も立任の.!ff

さをな識しすぎたようで、れ選手ともスコアメークに日しみ、本領を先手I[できぬまま、プレー終 f。

不本なながら 8 位に I~ んじました。

このFIのために、お忙しい'1-1、練刊に)J})Jまれた選手の汗様をはじめ、lj"1.j;iJJより応般に掛けつけて

下さいました関係者のブi々 、本当にお放れ棋でした。

主j(:.1I'-こそは、ベス ト3以内に食い込み、 ilJび決勝大会に出場できますよう 、なおいっそうのご紡

進をおWJiい111し上げます。

〈団体成細>(18ホール・ストローク・プレー)

優勝'j.:百11'::':カンツリークラブ…...・H ・..…...・H ・..461 

~r;優勝す''lt'iカントリークラブ...・H・. .... ・ H ・ .....・H ・.. 476 

3 位 /l~峻カントリークラブ・H ・H・..…...・H・..…… 481

4 位 JJlS3Ji小川ゴルフクラブ…...・H ・.....・ H ・H ・H ・..482 

5 佼千IIX:ゴルフクラブ...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..482 

6 伏 あさひケJ壬カントリークラブ...・ H ・.....・H ・..483 

7 f立 )J1W172カントリークラブ...・H ・H ・H ・.....・H ・..484 

8 位鹿沼カントリー倶楽部...・H ・....・ H ・.....・H ・...486 

9 位 鬼怒川カントリークラブ...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..486 

10 fl，: /，li-iJ':'ゴルフ以来iltlS......・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..488 

〈鹿沼カントリー倶楽部成績〉
東

!大統 治 42

A クラス~ j総川:iW-{!11 40 

(シニア)I北村純一 41

南 TOTAL

42 84 I 

43 83トトータル 246

38 79 J 

A .Bトータル 486

8位に甘んじた鹿沼チーム
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上位の壁厚く、 '5位にとどまる
| 第4回栃木県倶楽部対抗競技レディースコルフ大会 l 
~4 回栃木県倶楽部対抗競技レディースゴルフ大会は去る 4 J-J 12日(月)、佐野市の佐肝ゴルフク

ラブ(出流イン・駒インコース;6，124ヤード ・パー72)に過去沿ifJiの以下26チーム、 129j謹手が出

場し、団体戦で競われました。

昨年、念願のベスト 3入賞を果た し、今回はさらに一歩前進を目棋に臨んだ我がチーム。しかし、

終選手とも気負いが目立ち、 充分に不断の伎はが発部できぬまま、 5位にとどまりました。

来年こそは、さらに桁進を重ね、上位のぼを・つでもクリアーできますよう JVJ待します。品後に

選手の皆様、 本当にお疲れ織でした。

また、応援に掛けつけて下さった皆線、 大変ありがとうございま した。

〈団体成績)(18*ール・ストローク・プレー)

優 勝 ~~家コ・ルフ fltWi古H・H ・ . .. ..・ H ・.....・H ・..... ・ H ・. . 330 

準優勝 ，乃I.LI域カントリークラブ……...・H ・.....・H ・..332 

3 位 1泥沼72カントリークラブ・H ・H ・..…...・H ・..… 344

4 位 鬼怒川カントリークラブ…...・ H ・..…...・H ・..344 

5 位鹿沼カントソー倶楽部・ H ・H ・..…...・H ・..…..346 
6 位芳賀カントリークラブ...・ H ・.....・H ・.....・ H ・..347 

7 位 |対京国際カントリークラブ...・H ・..…...・H ・..355 

8 位皐月ゴルフ供楽部(佐野)・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・..358 

9 f立下野カントリークラブ…...・H ・..……...・H ・..359 

10 位 あさひケ丘カントリークラブ・ H ・H ・.....・H ・..360 

〈鹿沼カントリー倶楽部成績〉
出，荒イン駒イン TOTAL

船渡川伊利子 44 41 85 
斎藤ナヲミ 49 46 95 

安藤 三枝-f 41 45 86 

r.5安 美忠子 39 44 83 

普較した鹿沼女子チーム

宇井キヨ子 45 47 92 ベスト 4トータ yレ346



千葉省三資料館が

南押原児童館内にオープン

地元 ・1Ji!.i{{でflち、脱出がfiてた近代児童文学史

上):[:1行の作家・千然行三氏(1892ー197511O)の生t従

千i 11~を記念して、このほど胤沼市のご好なにより、

H会制干11 :法人 ・ í~HIIリ1);(郷上Yè. !i'l:館内に「千楽省三資

料T.l'iJをIlH，lIt、机、 1'1 ̂P，JJ日毛布等i立品百余点、を!民示い

たしました。

前~lfI JJ;l郷 1'.Y~ '，'i'(航は、政令.;ね充会長が、 ïliな らび

に地元有志のご協力をねてl昭和55年に設立しました。

脱出ccからもかi.i1fの距離ですので、ぜひお立寄り

下さい。

〈千葉省三の略歴〉

千栄氏はlリJ ~fì25イlô 、 河内ms篠井村(現宇都宮市)

に生まれる。小学校長の父が総木尋常小学校長に転

Hとな り、!日]氏も小学校三年の11寺に同校に転校、そ

して卒業。

明治38作、宇都7Jf小学(引宇都~;íf:j校)に入学。

先端に同ili出身の歌人 ・半1:1(良平氏がおり、その指

~qで知歌などを!#r誌に投稿。卒業後は、母校 ・ 総木

小と機小で代川教Hを務め、千梨氏は半田氏を ~iriっ

て上京するまて・ 15{f-IiUにわたり 撒木で過ごした。

そして大iIミ3年‘数日をやめて |て京。コドモ十1:に

入社し、「コドモ」、「良友Jの編集にあたった。

とくに大k9 :{Ioに、点にイー供のためになる主おと

17え、 幸斜維i佐t;;1誌u誌lA志~ r;i次i江1しs訴」 を2削lリl刊したのを{はまじめ、 II{{利10

年代にかけて 「良友」、「少女供楽高IIJ、同入札;r弘前

文学」、「児武文学」など、郷土蛍話、幼イr..'I'l:，l丹、大

~~と!A~Jit説み物な ど数多くの作品をiIF き上げている。

代表作をみると、郷土蛍話には大正15イドに発表 し、

特災な作家として認められた 「戊ちゃんの11;llJJ を

はじめ、「燃の巣とり」、「仁兵術学校」、「けんか」、

r )1二戸Jら村1iIものを発表。さらに「釆介助J!lJ、FF-li

)J;(のイ手J、「みち」、『ションべン稲予:1J などがある。

これらの作品は、千葉氏の少年11年代の経験や空fl!を

もとにして、郷111・総木の良村を舞台に全体に土の

脊りのする郷土性の強い)A?召の1;言を巧みに使って、

~I : き jミき したあるがままの現実の子供の像を品tliいて

いる。

"iJ氏の作Alsは、日本の児lii文学にJtのリアリズム

を築いた11ft:初の作家として、児京文学史上、日 CH'

fllliされており、今も新鮮な生命力をも って読者・に:i!l!

えられている。
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鹿沼カントリー倶楽部
.ゴルフ湯栃木県鹿沼市豚江町 1545・2

TEL. 0 2 8 9 (7 5) 2 1 3 1 (代)
予約セン?ー :TEL. 0 2 8 9 (7 5) 3 8 2 4 (代)

.本 社東京都中失区京僑2-7-6鹿沼ビル
TEL. 0 3 (3 5 6 3) ， 8 9 ， (代)

(平成5年 9月20自発行)



沈黙の北回帰線、今、アジアが動く。

そこは薫りたつ“刻"の世界

Aセット￥2，000
AM/225gXl缶
PM/225gXl缶

E量二坦

臨EZ
Bセットlt'3，0∞
AM/特OgXl缶
PM/特OgXl缶

サリカフェは、安らかなYllil"タイ"がffんだ風味ttカ、主獅排，，/の代名詞
占寸.

遥なる 11与と ~~II:Jを越えてその沈黙をゃぶりました。

) (ほ孟ろ

子芥?りを [屯It視したマイ/ルレドなAMフブプ‘♂‘レンドつコクを 人切にした ，TO'/なprvlブレンド

11，¥':11:刊行や気分にJ.i:.;じて、お好みのj瓜l外えを裂しんでみてはL、かがでしょうか。

Cセット
￥5，000 

AM/225g Xl缶
PM/225g Xl$ 
AM/450gXl缶
PM/450gXl缶

販売元 鹿沼カントリー倶楽部商事部 〒104 東京都中央区京橋会7-6n03(3563) 1 893開

取扱い分室 -東京分室/〒104東京都中央区京橋2-7-6(鹿沼ピル)

・神田分 室/〒101東京都千代田区内神田トト13(鹿友20ピル4階)

・大宮分室/〒331燭玉県大宮市桜木町E・2-12(藤沢ピル4階)

・宇都宮分室/〒320栃木県宇都宮市本町10・3{星野ピル5階)

・鹿沼分室/〒322・05栃木県鹿沼市藤江町1545・2

窓口3(3563)1893間1ax，03(3564) 9653 

n03(3257)1 371 ff~ 1ax，03(3257)1380 
n048(649)6711開恥048(649) 671 6 

窓口286(25) 2714閥伽，0286(27) 6841 

n0289(75)4441ff~ Pcn，0289(75)4444 


